
R6.4.1 改定 
 
 
 
 
 

建設業における資金調達の円滑化を支援するため、白山市が発注する工事につい

て、平成２３年４月１日から中間前金払制度を導入しています。 

 
 
１ 中間前金払制度とは 

建設工事において、当初の前金払（請負金額の４割以内）に加え、工期半ばに

請負金額の２割の範囲内で追加の前金払を受けることができる制度です。 
 

２ 中間前金払の対象工事 
請負金額が２００万円以上の建設工事です。 
ただし、既に前金払がなされていることが前提です。 

 
３ 中間前金払の割合等 

請負金額の２割を超えない範囲です。ただし、中間前金払を含む前金払の合計

額は６割を超えることはできません。 
 
４ 部分払との選択  

受注者は、請負金額２００万円以上かつ工期が１２０日を超える工事において、

契約締結の際「中間前金払」又は「部分払」のいずれかを選択するものとします。

契約締結後の変更はできませんのでご注意ください。ただし、変更契約締結時に

中間前金払と部分払のいずれかを選択することができる新たな事情が生じた場

合は、変更することが可能です。 
 
５ 中間前金払の支払要件 

次の要件をすべて満たしている場合に支払いを受けることができます。 
① 工期の２分の１を経過していること。 
② 工程表により、工期の２分の１を経過するまでに実施すべき作業が行われ

ていること。 
③ 既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負金額の２分の１以     

上の額に相当するものであること。（出来高が５０％以上であること） 
④ 請負契約において中間前金払が選択されている工事であること。 

 
６ 中間前金払の手続きの流れ 
   次頁「中間前金払請求の手続き」を参照してください。 

 

「中間前金払制度」について 



『中間前金払請求の手続き』 

 
 
 

 
① 契約締結までに「中間前金払と部分払の選択に係る届出書 

         （様式１）」を監理課へ提出 
※請負金額２００万円以上かつ工期が１２０日を超える場合 

 
 
② 工期が１／２を過ぎ、請負金額に対する出来高が５０％※１以上と 

なったら「中間前払金認定請求書（様式２）」と「実施工程表」 
を「工事担当課」に提出する。 

 
③工事担当課は支払要件を満たしていることを確認し主管部長決裁、 

監理課合議で「中間前金払認定調書（様式３）」を発行 
 
 
④請負業者は様式３を添えて保証契約申込み 
 
 
 

⑤保証証書の発行 
 
 
 
⑥請求書に保証証書※2を添えて工事担当課へ提出 
 
 
⑦請求書を受理した日から１４日以内に支払い※３ 
 
 
 
 
 
 

※１「出来高が５０％以上」は、実施工程表と現場を照合し進捗率で確認する。 
※２電子保証の場合は認証キー(PDF)を電子メールで提出する。 
 【提出先】認証キー受付専用メールアドレス denshi@city.hakusan.lg.jp 
 

◆メール送信時の注意事項 
メールの件名は「【中間前払金】案件名」とし、本文に「会社名・連絡先」を記載し

てください。 
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